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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月7日(2016.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報の可変表示を行う遊技機であって、
　可変表示領域において識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段と、
　前記可変表示実行手段が実行する識別情報の可変表示に同期して、特定識別情報の可変
表示を実行する特定可変表示実行手段と、
　前記可変表示領域における識別情報の表示位置を変更する表示位置変更手段とを備え、
　前記特定可変表示実行手段は、前記表示位置変更手段が識別情報の表示位置を変更した
ときに、変更後の表示位置の近傍に特定識別情報を表示する
　ことを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、識別情報の可変表示を行う遊技機に関する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、識別情報（例えば、特別図柄や飾り図柄）の可変表示を行う遊
技機であって、可変表示領域において識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段（
例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ８３１～Ｓ８３３
，Ｓ８４１～Ｓ８４３の処理を実行する部分）と、可変表示実行手段が実行する識別情報
の可変表示に同期して、特定識別情報（例えば、第４図柄）の可変表示を実行する特定可
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変表示実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ
９００８～Ｓ９０１０，Ｓ９１０２～Ｓ９１０４の処理を実行する部分）と、可変表示領
域における識別情報の表示位置を変更する表示位置変更手段（例えば、演出制御用マイク
ロコンピュータ１００において、ステップＳ８４５の処理を実行する部分）とを備え、特
定可変表示実行手段は、表示位置変更手段が識別情報の表示位置を変更したときに、変更
後の表示位置の近傍に特定識別情報を表示する（図２９（Ｄ）および図３０（Ｄ）参照）
ことを特徴とする。
（１）本発明による他の遊技機は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（例えば、特別
図柄や飾り図柄）の可変表示を行う可変表示部（例えば、第１特別図柄表示器８ａ、第２
特別図柄表示器８ｂ、演出表示装置９）に特定表示結果（例えば、大当り図柄）が導出表
示されたときに遊技者にとって有利な特定遊技状態（例えば、大当り遊技状態）に制御す
る遊技機であって、可変表示部で識別情報の可変表示を実行する可変表示実行手段（例え
ば、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ８３１～Ｓ８３３，Ｓ
８４１～Ｓ８４３の処理を実行する部分）と、可変表示部における識別情報の可変表示に
同期して、各々を識別可能な複数種類の特定識別情報（例えば、第４図柄）の可変表示を
実行する特定可変表示実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におい
て、ステップＳ９００８～Ｓ９０１０，Ｓ９１０２～Ｓ９１０４の処理を実行する部分）
とを備え、可変表示実行手段は、可変表示部において識別情報の表示位置を変更する表示
位置変更手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００において、ステップＳ８
４５の処理を実行する部分）を含み、特定可変表示実行手段は、表示位置変更手段が識別
情報の表示位置を変更したときに、変更後の表示位置の近傍に特定識別情報を表示する（
図２９（Ｄ）および図３０（Ｄ）参照）ことを特徴とする。
　そのような構成によれば、遊技者が特定識別情報と識別情報との双方を視認しやすいと
いう効果がある。
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